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希学園 第396回 公開テスト 小６ 算数 2025年５月11日実施 解説 (２－１)

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

６㎝

60°
30°

Ｅ

１ (与式)＝(２＋38)×10÷２＝200

２ Ａさんの持っているお金を①円とすると，Ｂ＝①－1500(円)，

Ｃ＝①－1500－2000＝①－3500(円)となる。

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝①＋①－1500＋①－3500＝③－5000＝12700(円)

よって，Ａ＝①＝(12700＋5000)÷３＝5900(円)

木の本数を少なくするので，木と木の間かくは長くしなければならない。

また，木と木の間かくは48と60の公約数でなければならない。

これより，木と木の間かくは，ＧＣＭ(48，60)＝12(ｍ)となる。

よって，木の本数は，(48＋60)×２÷12＝18(本)

Ａ×５＋Ｂ×３＝1140(円) Ａ×３＋Ｂ×５＝1260(円)

Ａ×８＋Ｂ×８＝1140＋1260＝2400(円) Ａ＋Ｂ＝2400÷８＝300(円)

Ａ×３＋Ｂ×３＝300×３＝900(円)

よって，Ａ＝(1140－900)÷(５－３)＝120(円)

10001÷43＝232余り25 19991÷43＝464余り39

１□□□１÷43＝△ とすると，△の１の位は７で233以上464以下となる。

237，247，257，…，447，457なので，(457－237)÷10＋１＝23(個)

３ 右図のように補助線をひくと，三角形ＥＢＣは

正三角形となる。

よって，網目部分のまわりの長さは，
１ １

６×２×π×(─＋─)＋６＝３×π＋６＝15.42(㎝)６ 12

１ １
三角形ＡＢＣの面積を１とすると，三角形ＡＤＣの面積は，１× ＝─

１＋３ ４
１ １ ３三角形ＥＤＢの面積は，(１－─)× ＝─
４ １＋１ ８

３ １ ３
三角形ＦＤＢの面積は，─× ＝─８ １＋１ 16

３ １ ３
よって，─÷─＝─(倍)

16 ４ ４

体積(ア)…５×５×π×４＋２×２×３＝100×π＋12＝326(㎤)

表面積(イ)…５×５×π×２＋５×２×π×４＋２×４×３

＝90×π＋24＝306.6(㎠)
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50ｍ/分

Ｅ

差28分

４ 連続する奇数個の整数のうち，まん中の整数は全ての数の平均になる。

５個のときは，平均＝2025÷５＝405 ５÷２＝２余り１→平均の前に２個ある。

よって，いちばん小さい数は，405－２＝403

27個のときは，平均＝2025÷27＝75 27÷２＝13余り１→平均の前に13個ある。

よって，いちばん小さい数は，75－13＝62

総和＝平均×個数＝2025と考えると，

平均 個数 平均 個数
2025× １ →題意より× 675× ３ →○

405 × ５ →○ 225× ９ →○

135 × 15 →○ 81 × 25 →○

75 × 27 →○ 45 × 45 →○

27 × 75 →× これ以降の約数はすべて×となるので，全部で７通り。

５ 線分図をかくと下のようになる。

○→□を考えると，太郎と花子が進んだ時間が同じなので，速さの比ときょり

の比が同じになる。これより，ＡＢ：ＡＤ＝40：60＝２：３

よって，ＡＢ：ＢＤ＝２：(３－２)＝２：１

ＥＣ間にかかる時間の比は，速さの比の逆比となるので，

太郎：花子＝50：90＝⑤：⑨ ⑨－⑤＝④＝28(分) ①＝28÷４＝７(分)

⑤＝７×５＝35(分)

よって，ＥＣ間のきょりは，90×35＝3150(ｍ)

□→●を考えると，ＢＥ：ＤＥ＝90：50＝９：５

これと より，ＡＢ：ＢＤ：ＤＥ：ＥＣ＝８：４：５：７となる。

24
７＝3150(ｍ)より，ＡＣ＝24＝3150×─＝10800(ｍ)

７



希学園 第396回 公開テスト 小６ 算数 2025年５月11日実施 解説 (２－２)
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６ 三角形ＡＢＣと三角形ＣＢＦ，三角

形ＡＣＦは３個の角がそれぞれ同じ

になるので相似。

ＢＣ：ＡＣ＝１：３より，ＢＦ：Ｃ

Ｆ＝１：３，ＣＦ：ＡＦ＝１：３と

なるため，ＢＦ：ＦＣ：ＦＡ＝１：３：９

より，ＢＦ：ＦＣ：ＦＡ＝①：③：⑨とすると，ＡＢ＝⑨＋①＝⑩＝10(㎝)

より，ＣＦ＝③＝３㎝

正方形３枚分の面積は，10×３÷２×２＝30(㎠)となるので，正方形１枚分の

面積は，30÷３＝10(㎠)

下の図のように頂点を決める。対称性により，Ｇはまん中の正方形の対角線の

交点となる。

正方形の１辺を６とすると，ＧＫ＝６÷２＝３

三角形ＢＨＩと三角形ＢＡＬは相似。

相似比 三角形ＢＨＩ：三角形ＢＡＬ＝ＢＩ：ＢＬ＝２：３

２
これより，ＨＩ＝６×─＝４

３

三角形ＧＪＫと三角形ＥＪＭは相似。

相似比 三角形ＧＪＫ：三角形ＥＪＭ＝ＧＫ：ＥＭ＝３：６＝１：２

１
これより，ＫＪ＝６× ＝２

１＋２

正方形の面積を６×６＝36とすると，網目部分の面積は，台形ＧＨＩＫから三

角形ＧＪＫを引けばよいので，(３＋４)×３÷２－２×３÷２＝7.5

7.5 １
よって，10× ＝２─(㎠)

36 12

７ フローチャートにまとめると下のようになる。

36 Ｐ
Ａ (12％) (12％)

300 300－□ 300－□＋△
□ｇ

△ｇ
12 Ｑ

Ｂ (４％) (４％)
300 300－△ 300－△＋□

△ｇ
□ｇ

30 24
Ｃ (10％) (８％) (８％)300 300＋□＋△ 300

食塩の合計が変わらないことを利用すると，Ｐ＋Ｑ＝36＋12＋30－24＝54(ｇ)

よって，Ｑ＝(54－38)÷２＝８(ｇ)

食塩の量を計算する。

□×0.12＋△×0.04＋30＝(300＋□＋△)×0.08

□×0.12＋△×0.04＋30＝24＋□×0.08＋△×0.08

□×0.04＋６＝△×0.04 △×0.04－□×0.04＝６

よって，△－□＝６÷0.04＝150

食塩の量を計算する。

(300－△)×0.04＋□×0.08＝８…Ｑ

12－△×0.04＋□×0.08＝８ △×0.04－□×0.08＝12－８＝４

この式を25倍すると，△－□×２＝100

より，△－□＝150なので，□＝150－100＝50(ｇ)

(配点) ；各５点×４ 他；各４点×20


